
第
六
節

交
政
年
間
の
兵

庫
劫
郷
村
争
論

陸
上
交
通
の
変
貌

宿
駅
制
の
破
綻

兵
庫
駅
に
助
郷
村
が
設
定
さ
れ
て
、
そ
の
指
定
五

O
カ
村
（
菟
原
・
入
部
問
郡
内
）
か
ら
の
人
馬
代
金
納
が
始

ま
っ
た
の
は
明
和
八
年
（
一
七
七

）
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
賦
課
金
の
総
額
は
変
わ
ら
な
か
っ
た

の
で
、
し
だ
い
に
増
加
す
る
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
兵
庫
駅
で
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
十

月
、
助
郷
村
々
に
対

し
、
代
金
納
で
は
な
く
、
正
人
馬
の
提
供
に
切
り
換
え
る
よ
う
求
め
た
。

し
だ
い
に
継
立
て
人
馬
の
費
用
が
増
大
す
る
の
に
対
し
、
駄
賃
銭
は
幕
府
の
定
め
る

こ
れ
は
、
交
通
最
の
明
加
に
よ
っ
て
、

と
こ
ろ
で
、
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
差
額
分
が
訳
所
の
負
担
増
と
な
っ
た
こ
と
に
因
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
兵
庫

駅
所
の
試
算
に
よ
る
と
（
表
似
て
明
和
八
年
当
時
人
潟
の
費
用
は
、
人
足
一
人

五
二
文
・
馬

匹
七

O
O文
で
あ
っ
た
も
の

が
、
文
政
二
年
で
は
そ
れ
ぞ
れ
田

O
O文
・
一
貫
四

O
O文
に
値
上
が
り
し
て
い
る
の
に
、
駄
賃
銭
の
方
は
一

O
O文
－
二
ハ

五
文
六
分
（
本
馬
軽
尻
平
均
）
に
据
え
置
か
れ
て
い
た
か
ら
赤
字
幅
は

倍
以
上
に
膨
張
し
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
要
請
を
受
け
た
助
郷
村
側
で
は
、
正
人
馬
の
提
供
は
、
駅
所
か
ら
離
れ
た
村
々
で
は
往
復
だ
け
で

ー
一
一
日
を
要
し
、
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一
日
の
提
供
が
実
質

サ一

一
日
に
な
り
、
農
繁
期
に
で
も
重
な
れ
ば
耕
作
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
し
て
容
易
に
承
引
し
な
か
っ

近

た
。
兵
庫
側
は
、
正
人
馬
が
不
可
能
な
ら
増
銭
で
で
も
と
、
繰
り
返
し
要
請
し
た
が
、
助
郷
村
側
は
こ
れ
を
拒
み
続
け
、
文
政

つ
い
に
翌
文
致
問
年
兵
庫
駅
側
は
大
坂
町
奉
行
所
に

E歪5た講話班

一
一
一
年
六
月
に
は
各
村
惣
代
が
会
合
し
て
お
互
い
の
結
束
を
関
め
て
い
る
。

出
顕
し
、
長
期
に
わ
た
る
争
論
が
始
ま
っ
た
。

奉
行
所
で
は
、
文
政
四
年
八
月
助
郷
村
々
を
召
喚
し
、
駅
所
へ
の
助
成
を
勧
め
た
が
、
村
側
は
、
通
常
の
年
賀
さ
え
納
め
か

ね
て
い
る
間
窮
の
状
況
で
、
正
人
馬
も
増
銭
も
今
以
上
の
負
担
増
は
と
て
も
悶
難
で
あ
る
と
、
全
村
一
致
の
返
答
書
を
提
出
し

（単位：文）

陸上．交通の変貌

兵隊駅人潟主主銭経費の推移

第六節

表 231

文政2年（1819)

400 

100 

300 

明和8年（1771)

152 

100 

52 

経授

受取賃銭

差号i不足

人
足
一
人

1, 400 

165.6 

1, 234.4 

700 

165.6 

534.4 

経型t
駄賃銭

差引不足

，草3

匹

て
い
る
。
確
か
に
助
郷
役
は
、
指
定
さ
れ
た
村
だ
け
が
余
分
の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、

一
方
の
難
渋
を
救
う
た
め
に
他
方
に
難
渋
を
加
え
る
と
い
う

矛
窟
も
生
じ
て
く
る
。
こ
の
時
は
奉
行
も
無
理
押
し
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
事
態

は
謬
着
し
た
ま
ま
経
過
し
た
。
ま
る
一
年
以
上
お
い
て
文
政
六
年
に
入
る
と
、
奉
行
は

中
殺
と
夏
の
二
回
に
わ
た
っ
て
村
側
を
説
得
し
、

一
村
ご
と
の
返
答
書
提
出
を
命
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
村
々
の
意
向
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
こ
の
年
の
秋
は
各
地
で

資料： r神戸市史」資料2

風
損
千
損
が
あ
り
、
こ
の
年
も
そ
の
ま
ま
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
文
政
七
年
、
幕
府
側
は
こ
の
間
題
に
決
着
を
つ
け
よ
う
と
し
た
と
み
え
、
同

年
七
月
江
戸
評
定
所
定
出
役
一
一
名
を
兵
庫
に
派
遣
し
た
。
評
定
所
定
出
役
二
名
は
、
直

接
村
慨
を
呼
び
出
し
て
、
正
人
馬
か
端
銭
か
の
選
択
を
勧
め
、
増
銭
の
場
合
は
と
く
に

一
O
O石
に
一
九
匁
五
分

849 

今
閥
、
こ
れ
ま
で
の
提
示
額
よ
り
さ
ら
に
五
分
を
減
じ
て
、



一
躍
と
す
る
、
も
し
も
こ
れ
を
桁
む
な
ら
そ
の
困
窮
の
程
度
に
つ
い
て
村
改
め
も
あ
り
得
る
と
し
て
返
容
を
求
め
た
と
い
う
。

村
改
め
と
い
う
強
硬
な
処
置
で
争
う
不
安
も
あ
っ
て
、
村
側
は
つ
い
に
増
銭
に
応
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
、
山
間
組
村

々
に
続
い
て
、
そ
の
他
の
村
々
も
同
月
一
一
十
五

い
の
う
え
、
駅
所
助
郷
村
双
方
述
名
の
対
談
落
着
の
口
上
山
散
を
作
成
、

こ
れ
を
奉
行
に
提
出
し
て
、

に
及
ん
だ
争
論
も
決
着
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
負
担
総
額
は
掛
り
尚
一

O
O石
に

っ
き
問

O
匁
一
一
一
分
余
と
な
り
、

お
よ
そ
二
倍
に
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
定
賃
銭
の
制
は
、
実
質
技
用
と
の

し
だ
い
に

大
き
く
な
っ
て
、
実
情
に
適
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
安
氷
山
間
年
（
一
じ
七
五
）
に
始
ま
っ
た
拝
借
銀
に
よ
る
駅
所
救
助
の
方
は
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
以
後
は

iii~ 

減
額
な
ど
を
み
な
が
ら
も
継
続
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
天
保
改
革
の
影
響
で
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
は
急
に
下
付
金
が

停
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
も
駅
所
維
持
の
悶
難
な
状
況
に
変
化
は
な
く
、
兵
庫
駅
所
で
は
そ
の
説
活
を
代
官
に
訴
え
た
。

こ
の
拝
借
銀
に
よ
る
仕
法
は
兵
庫
だ
け
で
な
く
、
西
宮
な
ど
他
駅
に
も
み
ら
れ
一
駅
所
だ
け
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま

で
に
利
金
滞
り
に
よ
る
一
卜
付
金
の
不
足
減
額
も
あ
り
、
代
官
所
で
は
駅
所
の
閤
窮
を
認
め
て
、
こ
れ
を
機
会
に
貸
付
金
の
整
県

を
進
め
た
う
え
で
、
こ
の
仕
法
の
継
続
を
悶
る
こ
と
に
し
、
よ
う
や
く
嘉
、
氷
六
年
（
一
八
五
一
一
じ
に
な
っ
て
下
付
金
が
復
活
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
以
後
も
金
額
は
し
だ
い
に
漸
減
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

六
甲
横
越
え
箆

逓
送
業
の
実
現

六
甲
山
地
を
横
切
っ
て
南
北
の
通
溜
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
は
早
く
か
ら
あ
っ
て
、
中
期
以
後
天
王
谷
越

え
の
通
路
は
確
立
し
て
い
た
が
、
菟
原
郡
灘
間
の
通
路
は
、
生
瀬
・
西
宮
・
見
開
問
・
小
浜
な
ど
往
還
駅
所

し
か
し
灘
地
域
で
酒
造
業
が
進
展
す
る
と
、
た
と
え
ば
南
方
か
ら
は
子
鰯
な
ど
肥
料
、
北

の
反
対
で
差
し
止
め
ら
れ
て
い
た
。

ガ
か
ら
は
酒
米
と
い
う
南
北
相
通
ず
る
指
袈
が
か
さ
な
っ
て
、
運
送
の
動
き
は
高
ま
っ
た
。

8ぅol\'~;;fミの社会tl'iii：らt



こ
う
し
て
幕
末
期
、

し
止
め
ら
れ
て
い
た
灘
庶
椴
越
え
の
通
路
で
（
出
資
図
泌
）
、

ヱi
鰯
・
米
な
ど
の
運
送
が
行
わ
れ
始
め

た
。
そ
の
推
進
者
と
な
っ
た
の
が
、
菟
原
郡
東
羽
村
柴
最
初
一
一
一
郎
、
有
馬
部
切
畑
村
戎
屋
利
兵
衛
、
開
郡
西
尾
村
権
兵
衛
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
生
瀬
・
雨
宮
・
小
浜
な
ど
五
駅
は
、
万
延
元
年
ご
八
六
O
）
一
一
一
月
再
び
こ
の
通
路
で
の

め
を
大
坂
町
奉
行
所
に
訴
え
、
こ
の
時
も
奉
行
所
は
賃
運
送
の
停
止
を
指
示
し
、

一
応
事
件
は
収
ま
っ
た
か
に
み
え
た
。

天
王
谷
越
え
の
通
路
の
方
は
、
駅
周
辺
で
の
賃
運
送
の
特
権
を
持
つ
兵
庫
駅
が
、
駅
所
以
外
の
村
々
で
も
口
銭
を
納
め
れ
ば

賃
運
送
を
行
う
こ
と
に
同
意
し
た
の
で
、
通
路
の
停
止
な
ど
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
兵
隊
駅
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
の
起
こ
っ

た
亭
保
J
宝
謄
期
以
後
、
駅
周
辺
一
一
里
半
以
内
は
駅
所
の
賃
運
送
援
を
c
場
と
主
張
し
て
い
た
の
で
、
東
明
村
の
柴
鹿
初
一
二
郎
ら

は
、
こ
の
段
階
で
兵
路
駅
と
交
渉
し
、

口
銭
な
ど
を
納
付
す
る
と
い
う
条
件
で
賃
運
送
の
承
認
を
受
け
、
地
元
の
牛
を
利
用
す

る
灘
庶
州
間
同
地
え
荷
運
送
業
を
再
開
し
た
ら
し
い
。

そ
の
こ
と
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六

）
八
月
、
こ
の
灘
時
様
腿
え
通
路
で
の
設
運
送
が
再
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

生
瀬
・
河
宮
両
駅
か
ら
い
っ
た
ん
訴
訟
が
提
起
さ
れ
な
が
ら
、
十
一
月
に
な
っ
て
そ
の
取
下
げ
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
か
ら
も

推
量
さ
れ
る
。

陸上交通の変貌

ま
た
時
期
は
…
卜
る
が
、
明
治
則
年
（
一
八
七

）
の
兵
庫
駅
所
記
録
で
は
、
菟
原
郡
四
カ
村
で
賃
運
送
に
携
わ
る
一
七
三
回
一
の

牛
に
つ
い
て
は
、

カ

年

役
の
駅
所
助
成
を
勤
め
さ
せ
、
ま
た
繊
越
え
運
送
業
の
問
屋
か
ら
は
口
銭
と
し
て
一
カ
年
銭
四

O

武
文
を
納
付
す
る
と
い
う
条
件
で
営
業
し
て
き
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
条
件
に
つ
い
て
も
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第六illl

湯
山
i
灘
新
進
鐙

運
送
の
差
止
め

湯
山
と
生
瀬
な
ど
街
道
沿
い
駅
所
の
、
六
甲
越
え
新
道
賃
運
送
を
め
ぐ
る
争
論
は
、
同
じ
よ
う
な
六
甲

横
越
え
輸
送
で
あ
り
な
が
ら
兵
庫
駅
側
と

っ
た
悶
仕
法
問
一
世
守
の
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
連

トi
 
1
 

ュ迂j箆9.:京高m8ぅI



の
争
論
が
起
こ
っ
た
の
は
、
文
政
四
年
で
、
湯
山
側
が
六
甲
越
え
で
菟
原
郡
北
畑
村
に
出
る
道
を
利
用
し
て
、
灘
向
け
も
し
く

は
灘
経
由
大
坂
向
け
の
荷
物
を
賃
運
送
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

生
瀬
・
小
浜
・
昆
揚
・
伊
丹
な
ど
大
坂
寄
り
街
道
沿
い
の
駅
側
は
、
湯
山
か
ら
荷
物
を
賞
、
送
す
る
場
合
は
、
当
然
生
瀬
・
小

浜
な
ど
在
来
の
柱
還
筋
を
通
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
の
道
を
利
用
し
て
こ
の
本
別
を
守
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、

そ
の
差
止
め
を
大
坂
町
奉
行
所
に
提
訴
し
た
。
こ
れ
ら
の
駅
所
は
互
い
に
接
近
し
て
お
り
、
浜
側
往
還
よ
り
交
通
量
も
少
な
く
、

稼
ぎ
場
確
保
の
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
奉
行
所
で
も
湯
山
側
に
再
考
を
求
め
た
の
で
、
結
局
、
湯
山
側
は
新
規
道

差
止
め
の
約
定
書
を
柏
手
駅
側
に
差
し
入
れ
て
解
決
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
万
延
元
年
再
び
同
様
の
争
論
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
時
は
六
甲
越
え
で
も
菟
原
郡
岡
本
村
へ
出
る
大
場
越
え
道
が

問
題
に
な
っ
た
。
湯
山
側
は
、
六
甲
越
え
の
利
点
と
し
て
、
小
浜
・
生
瀬
・
尼
崎
の
往
還
回
り
な
ら
一
駄
に
つ
き
一
一
貫
文
を
要

す
る
が
、
灘
間
り
で
は
一
貫
文
で
済
む
こ
と
を
あ
げ
、
地
元
産
物
の
出
荷
に
は
こ
の
通
路
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

く
に
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
火
災
以
後
入
湯
客
が
減
少
し
て
、
町
の
図
窮
も
深
ま
っ
て
お
り
、
湯
山
の
仲
仕
の
う
ち
で
、
地

元
産
物
に
限
っ
て
灘
方
面
へ
運
送
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
手
作
物
を
歩
行
荷
で
運
ぶ
の
と
同
じ
こ
と
で
、
湯
山
町
民
に
限
ら

-r 
般
の
「
銘
々
の
稼
ぎ
荷
」
に
当
た
り
、
も
と
も
と
駅
所
に
は
影
響
し
な
い
は
ず
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
奉
行
所
は
む
し
ろ
旧
例
踏
襲
の
立
場
で
湯
山
側
に
相
手
駅
側
と
対
談
す
る
よ
う
勧
め
、
こ
の
時
も
結
局
、
文
政
四

年
と
同
じ
く
新
規
道
差
止
め
と
い
う
結
末
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
問
題
は
こ
れ
で
解
決
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
直
後
に
生
瀬
・
小
浜
な
ど
田
駅
か
ら
、
湯
山
産
の
炭
が
六
甲
越

え
で
賃
運
送
さ
れ
て
い
る
現
場
を
押
さ
え
、
証
拠
と
し
て
「
炭
荷
物
送
り
之
通
L

を
没
収
し
た
と
い
う
引
合
惑
が
昂
け
ら
れ
て

8ラ2
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い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
経
済
上
必
要
と
な
る
運
送
や
通
路
は
、
す
で
に
駅

所
の
特
権
だ
け
で
は
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

宿
駅
制
の
矛
盾
は
す
で
に
深
く
、
そ
の
定
資
銭
の
商
か
ら
も
、
駅
所
の
賃
運
送
へ
の
特
権
の
商
か
ら
も
、
も
は
や
時
代
の
経

済
・
社
会
に
対
応
し
き
れ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

2 

湯
山
町
の
復
興

湯
山
町
の

町
政
刷
新

湯
山
町
で
は
文
政
十
一
二
（
天
保
元
）
年
（

八一一一
0
）
間
一
一
一
月
十
一
一
一
日
に
、
年
寄
役
の
退
役
・
交
替
に
伴
っ
て
、
庄

援
役
が
罷
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
年
寄
役
を
務
め
て
い
た
岸
下
問
郎
左
衛
門
と
、
河
内
一
一
一
郎
右
衛
門
お
よ
び
脇

年
寄
小
入
用
方
の
角
之
坊
伝
兵
衛
が
、
年
長
上
納
の
遅
延
と
村
入
用
の
噌
大
を
理
市
と
し
て
、
退
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

岸
下
叉
右
衛
門
と
川
崎
卯
之
助
と
に
年
寄
役
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
二
人
は
幼
少
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
年
寄
役

と
し
て
の
仕
事
は
、
神
事
・
仏
事
祭
式
、
湯
泉
場
定
例
等
の
年
寄
役
と
し
て
犠
礼
上
必
要
な
行
事
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ

｜漆上交通の変貌

し
て
、
年
貢
収
納
・
村
入
用
等
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
後
年
に
沙
汰
が
あ
る
ま
で
携
わ
っ
て
は
い
け
な
い
と
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
新
任
の
年
寄
役
か
ら
除
外
さ
れ
た
年
買
収
納
・
村
入
用
の
取
扱
い
の
た
め
に
、
新
し
く
庄
屋
役
、
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な

り
、
米
屋
四
郎
兵
衛
が
任
命
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
庄
屋
役
を
補
助
す
る
年
行
司
惣
代
に
、
深
江
鹿
茂
兵
衛
と
平
野
康
源
兵

第六節

衡
の
二
人
が
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
湯
山
町
で
は
、
年
貢
収
納
・
町
入
用
の
管
理
等
の
町
一
行
政
を
新
規
に
設
註
さ
れ
た
庄

屋
役
や
年
行
司
が
行
い
、
町
の
開
発
町
人
に
連
な
る
年
寄
役
の
任
務
は
、
仏
事
・
神
事
等
の
儀
礼
的
な
任
務
に
限
ら
れ
る
こ
と

近歴史綴羽8ぅ3



こ
£
つ
ニ
〉
で
ち
る
o

’V
サ

J

J

j

b

v

A

Y

し
か
し
、
こ
の
新
体
制
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
不
正
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
天
保
二
年
十
一
月
に
庄
屋
米
屋
四
郎
兵
衛
、
年
役
（
年
行
司
か
）
深
江

現干Eの有i馬1見泉

屋
茂
兵
衛
が
、

支
た
間
四
年
五
月
に
岸

役
儀
取
り
放
ち
、

過
料
の
処
分
を
受
け
、

下
問
郎
左
衛
門
が
「
摂
河
両
悶
払
」
の
処
分
を
受
け
京
都
に
居
往
す
る
こ
と
に
な

った。」
れ
ら

連
の
町
年
寄
や
庄
屋
役
の
不
正
の
具
体
的
な
内
界
は
不
明
で
あ
る
が
、

'ZJ-J[, 171 

開
発
町
人
と
し
て
湯
山
町
の
行
政
を
担
っ
て
き
た
人
々
に
対
し
、
他
の
川
人
の
一
小

信
感
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

湯
山
町
の

窮
状

安
政
一
冗
年
（
一
八
五
回
）
附
月
十
三
日
に
湯
山
町
で
大
火
が
あ
り
、

類
焼
し
た
山
本
が
一
二
ハ
粁
を
数
え
た
と
い
う
（
万
延
一
五
年
（
一
八
六

O
）
の
願
書
で
は
八
O
軒
余
り
と
あ
る
）
。

（
一
八
五
O
）
の
家
数
が

じ

で
あ
っ
た
の
で
、
町
内
の
問

八
%
、
が
火
災
に
遭
っ
た
こ
と
に
な
る
。

又
イヒ
ノ＼

元
結
八
年
（
二
ハ
九
五
）
、
同
十
六
年
、

ー
何
潟
相
川
市
水
史
料
b

に
よ
れ
ば
、
湯
山
町
の
大
火
は
、

年
（
一
七
五
三
、
明
和
一
一
一
年
（

七
六
六
）
、

安
永
A

J

年
（
一
七
七
一
一
一
）
、

（一八
O
九
）
燃
す
に
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

天
保
飢
館
に
つ
づ
く
安
政
一
万
年
の
大
火
は
、
湯
山
町
に
大
き
な
打
準
を
与
え
た
。
支
加
に
、
弘
化
二
年
（
一
人
間
五
）
か
ら
元

治
A

J

（
政
広
川
）
年
（
一
八
六
衣
）
ま
で
の
家
数
・
人
口
の
変
還
を
示
し
た
。
こ
の

に
よ
る
と
、
謀
、
水

に
比
べ
安
政
A

・
年
で

854 
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第六日fij i汲j二交通の変貌

表 232 湯 ill日lJの家数・人 IJ(1) 
1;;1111.. .. 句 /-r~ ! ~. t .-・ -1 .. ., f寸ゴ I rナ？γL0 

J｝~ 日

言記
i高狩人
然活i人 30 32 J，、3戸 71 If 311① 

数
寺院.I夜空卒

｛、1、 267 271 258 313 311 

人 人 人 人 ／、
リj 692 671 616 637 619 

l勾jtと 685 I 658 616 598 576 

WI 21 18 16 15 

~R J己 2 2 2 2 

{¥' 1,402 1,352 1, 252 1, 253① 1, 212 

ll¥lJミ £Jl 14 7 4 4 29 

I/ {;..: 16 16 10 12 13 

人 It，，約 li婚似・養子等 10 2 。 9 11 

’P 女 8 4 2 。 7 

!111 I filH＼：・奉公ノJ身A サJ 9 。 10 。
ノ／ /J:. 6 3 2 。 。

ノM"' I ff'i！己努i 。 。 。 。 。
必仁h1 63 33 18 35 60 

病死 9 20 11 16 4 

11 I iグ火 16 16 ,) ” 19 11 

減婚却i；・3安二f等 クj 2 1 4 。
// iλ 11 7 。 。 。

少 l;;1H＼：・奉公，~等ヲJ 1 2 12 5 。
／／ i王 5 4 。 7 。

分 If的l己今子 。 。 。 。 。
lド〉1 44 50 30 47 16 

前年比 十19 -17 12 12 十44

（必） ① 60ili¥以上77人， 15歳以下348人。
R w数合計sssfHi品泉？を： I，家31l, :Iこ滋110,)c政 9，約五l28，守院ll, ＂~(fi[;JztJ:48，社家 l,

）！~ 2）。
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は
、
家
数
が

0
0人
減
少
し
て
い
る
。

五
年
後
の
文
久
一
一
年
（
一
八
六
二
）
に
は
、
人
数
は
ほ
ぼ
変
化
が
な

人
数
は

い
が
、
家
数
は
五
五
軒
増
加
し
、
火
災
の
跡
の
後
興
が
舶
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
万
延
元
年
に
減
免
な
願
い
出
た
文
書
に
よ
る
と
、
火
災
復
興
の
た
め
に
拝
借
し
た
銀
一

O
貨
匁
も
上
納
銀
に
充
て

た
た
め
、
復
興
が
進
ま
ず
、
類
焼
人
の
う
ち
五

O
軒
ば
か
り
が
空
地
の
ま
ま
で
、
山
本
を
再
建
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
の
で
、
本
年
か
ら
の
定
免
切
持
に
際
し
、
年
貢
率
を
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
出
向
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
の

の
た
め
か
、
こ

の
時
の
定
免
切
替
増
は
米
一
ニ
合
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
幕
米
の
位
情
不
安
が
影
響
し
て
米
価
が
高
騰
し
た
鐙
応
一
一
年
六
月
に
は
、
窮
乏
町
民
の
救
済
の
た
め
に
五

O
貫
匁
の

拝
借
銀
を
願
い
出
る
と
と
も
に
、
隣
領
の
一
一
一
回
藩
領
か
ら
米
を
買
え
る
よ
う
に
と
顕
い
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
湯
山
町
は
、
有
馬
瓶
泉
の
向
と
し
て
復
興
へ
の
努
力
を
重
ね
て
い
た
が
、
火
災
の
影
響
や
舵
情
不
安
に
よ
っ

て
、
そ
の
歩
み
は
必
ず
し
も
順
調
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

溺
山
町
の

人
口

湯
山
町
の
家
・
人
口
に
つ
い
て
、

「
家
別
人
数
寄
訳
帳
L

と
い
う
史
料
に
よ
っ
て
、
文
政
十
二
年
か
ら
天
保
十

年
ま
で
の
変
遷
（
宝
永
七
年
・
天
閉
山
八
年
を
一
部
付
加
）
を
示
し
た
の
が
表
出
で
あ
る
。

ま
ず
文
政
十
二
年
の
状

況
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
家
数
は
回
二
七
軒
で
、
約
四

O
年
前
の
天
明
八
年
（
一
七
人
入
）
に
比
べ
、
ム
ハ
七
利
減
少
し
て
い
る
。

四

一
七
軒
の
内
訳
は
、
高
持
百
姓
が
一
二
六

O
軒
（
八
四
・
一
一
一
%
）
、
無
高
の
百
姓
は
問
。
軒
（
九
・
四
%
）
で
、
大
半
が
高
持
百
姓
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
の
湯
山
町
の
石
高
は
一
一
一
二
七
石
一
斗
八
升
一
合
で
、
諸
引
高
を
引
い
た
残
高
が
二
九
問
石
八

斗
一
一
升
一
一
合
余
で
、
そ
の
う
ち

七
六
石
九
斗
一
一
一
升
余
が
小
前
百
姓
の
持
高
で
、

残
り

一
七
石
八
斗
九
升

合
が
村
持
と
出

作
高
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
高
持
百
姓
一
一
一
六

O
人
で
小
前
百
姓
の
持
高
を
割
る
と
、

一
人
平
均
四
斗
九
升
…
合
余
と
非
常
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第六ilfj 段上交通の変貌

表 233 湯山 mrの議定数・人口（2)

入 人 人

ゲj 1, 312 866 804 613 

i I付If［立－ 1, 318 847 809 618 

29 26 22 

j己 コ 3 3 

その他 。 。 。
メz二t 2,630 1, 909 1, 747 1, 642 1, 256 

IH~l". リj 13 9 12 

人 l
努；

20 11 13 

持1 p詩Pill・3幸子等 23 20 10 

// Lζ 白 31 38 12 

方11j詳HI'.:・ 奉公人生事 :'TJ 2 9 20 

// 女 。 6 23 

分 If＇治JE¥等 3 。
lド』I 計ー 90 96 ! 90 

病死 !Jj 43 10 I 17 
数 i 31 17 18 

減婚姻・養子守： 5汚 7 14 

// t丈 11 17 16 

少i譜代・森公人等労 14 8 29 

// 女 21 8 26 

分｜｛曽f色等 5 4 

fごi- 計 132 I 75 ! 115 

前年比 -42 I 十21 I -25 

（注） ＊首童数
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に
零
細
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

ま
た
、
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
湯
山
町
の
家
数
・
人
数
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
政
十
二
年
か
ら
天
保
ム
ハ

年
の
間
に
、
家
数
で
七
四
軒
、
人
数
で

。
瓦
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
天
保
六
年
か
ら
同
十
一
年
に
か
け
て
は
、

家
数

二
四
軒
、
人
数
一
一
一
八
六
人
が
減
少
し
、
文
政
十
二
年
に
比
べ
る
と
、
家
数
で
五
一
一
一
・
六
%
、
人
数
で
七
一
・
九
%
に
激

減
し
て
い
る
。
こ
の
急
激
な
家
数
・
人
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
極
楽
寺
に
あ
る
鍋
底
多
右
衛
門
の
碑
に
そ
の
理
由
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
碑
文
に
よ
る
と
、
天
保
七
・
八
年
に
全
開
的
に
飢
位
と
な
っ
た
が
、
有
馬
が
最
も
悲
惨
で
、
一
戸
口
が
半
減
す
る

ほ
ど
で
、
湯
山
町
の
年
寄
正
減
産
喜
右
衛
門
、
庄
屋
米
屋
嘉
蔵
・
一
平
野
屋
源
次
郎
等
が
、
府
稲
村
の
庇
康
鍋
畏
多
右
衛
門
と
相

談
し
て
、
そ
の
救
済
に
尽
力
し
、
飢
氏
、
が
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
大
阪
府
池
田
市
の
「
林
出
家
雑
記
録
L

に
は
「
天
保
五
年
よ
り
、

不
作
が
つ
づ
き
（
中
略
）
、
湯
山
に
て
も
数
多
く
の
村
氏
が
、
渇
命
の
御
救
を
賜
っ
て
い
る
窮
状
と
な

り
、
よ
う
や
く
鼠
命
令
｝
つ
な
く
惨
苦
の
様
子
で
あ
る
。

よ
っ
て
湯
治
容
も
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
な
り
、
そ
の
た
め
湯
屋
も
休
業
す

る
山
本
が
多
く
、
借
財
の
た
め
に
、
大
坂
や
池
田
の
向
山
本
の
抵
当
と
な
り
、
十
二
坊
の
う
ち
九
坊
ま
で
が
廃
業
し
、
所
ム
仕
が
不
明

と
な
っ
て
い
る
。
誠
に
感
傷
の
級
み
で
あ
る
L

と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
湯
山
町
が
、
天
保
の
大
飢
餓
の
影
響
を
受
け
、
戸
数
・
人
口
が
半
減
し
、
休
業
す
る
湯
屋
が
続
出
す
る
状
強

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

町
役
人
の
不

正
を
訴
う

安
政
二
年
冬
に
湯
山
町
の
八
百
屋
新
九
郎
が
、
八
カ
条
の
疑
問
点
を
あ
げ
て
、
代
官
川
上
金
吾
助
に
町
役
人

・
年
行
司
の
取
調
べ
を
願
い
出
て
い
る
。
そ
の
疑
問
点
と
は
、

ω天
保
八
年
に
年
貢
高
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

の
に
、
自
分
の
持
高
に
つ
い
て
は
引
き
下
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
仰
天
保
一
万
年
に
町
年
寄
に
代
わ
っ
て
庄
毘
役
が
置
か
れ
た
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が
、
以
後
明
細
根
な
ど
を
小
前
に
見
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
、
川
門
町
支
配
の
山
林
売
払
い
代
銀
等
の
こ
と
、
仰
木
陣
は
、
神
式
で

あ
る
の
に
、
仏
容
を
勤
め
て
い
る
こ
と
、
伺
庄
屋
年
寄
役
席
に
碁
将
棋
繰
の
あ
る
こ
と
、
川
別
役
在
征
中
に
、

印
刷
等
の
池
田
な

勝
手
に
所
有
し
て
い
る
訳
、

mw湯
山
町
会
所
は
、
十
中
米
年
行
可
の
者
の
寄
合
場
で
あ
っ
た
の
に
、
庄
屋
年
寄
役
席
に
な
っ
て
い

る
訳
、
等
々
、
町
役
人
の
不
正
の
条
々
を
書
き
あ
げ
、
町
入
用
の
徴
収
に
も
疑
問
点
が
あ
る
こ
と
を
追
記
し
、
そ
の
是
正
を
顕

い
出
て
い
る
。

こ
の
頗
い
の
影
響
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
、
安
政
一
一
一
年
十
月
五
日
に
庄
屋
嘉
蔵
が
天
保
二
・
四
年
に
役
を
取
り
放
た
れ
た

そ
の
後
の
動
的
を
十
本
行
所
に
開
け
出
て
い
る
α

天
保
二
年
十
一
月
に
役
儀
取
り
放
ち
、
過
料
の
処
分
を
受
け
た
庄
屋
米
農
四
郎

兵
衛
に
つ
い
て
は
、

四
郎
兵
衛
義
、

四
郎
兵
衛
と
改
名
し
、
相
続

る
天
保
八
年
に
病
死
し
、
伴
喜
兵
衛
と
い
う
者
が
、

し
て
い
る
…
と
、
報
告
さ
れ
て
い
る
J

と
こ
ろ
が
そ
の
後
代
官
所
の
役
人
が
湯
山
町
に
出
張
し
、

万
端
取
調
べ
が
行
わ
れ
、

に
も
不
正
が
あ
っ
た
こ
と
等
が
発
覚
し
て
い
る
つ

そ
し
て
、
翌
年
四
月
に
は
庄
屋
嘉
蔵
・
年
寄
源
次
郎
が
退
役
し
た
あ
と
、
小
前
の
者
が
入
札
で
そ
の
後
任
を
決
め
て
い
る
。

従
米
の
町
年
寄
に
就
く
山
本
柄
の
者
の
互
選
で
役
を
決
め
て
い
た
の
で
は
、
同
じ
よ
う
な
不
正
が
横
行
す
る
体
質
に
あ
っ
た
た
め

陸上交通の変貌

で
占
め
ろ
う
か
。
町
人
に
よ
る
選
挙
に
よ
っ
て
、
山
比
屋
役
に
は
御
所
坊
四
郎
兵
衛
、
年
寄
役
に
米
屋
喜
兵
衛
・
織
屋
卯
兵
衛
を
選

び
、
こ
の
一
一
一
人
の
就
託
を
認
め
て
く
れ
る
よ
う
に

村
残
ら
ず
述
印
し
て
願
い
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
湯
山
町
の
町
役
人
慢
の
選
出
に
小
前
の
町
人
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
町
行
政
も
明
朗
に
行
わ
れ
る
よ
う

第六i1r1

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
安
政

、
安
政
四
年
五
月
に
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

、ノ、

T
E
L－
－

Lυ
ハド、ノ

グーハ
f
E加
が
」
ノ
長
び
ャ

そ
し
て
、
同
年
十
月
一
日
に
代
官
白
石
忠
太
夫
か
ら
、
湯
山
町
の

四
郎
兵
衛
、
年
寄
卯
兵
衛
、
百
姓
代
仙
太
郎
、
沼
泉

制ト近i箆災者•llll
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取
締
庄
右
衛
門
・
九
兵
衛
、
年
行
司
惣
代
治
三
郎
た
ち
が
召
し
出
さ
れ
、
白
洲
に
お
い
て
先
役
人
と
の
勘
定
に
つ
い
て
の
争
論

が
あ
り
、
腐
植
村
太
右
衛
門
と
神
戸
村
田
良
太
夫
が
立
ち
会
い
勘
定
さ
せ
た
と
こ
ろ
不
正
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、

今
後
は
腹
蔵
な
く
談
合
し
、
我
意
を
立
て
な
い
よ
う
に
と
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
天
保
初
年
か
ら
続
い
た
町
役
人
に
つ
い
て
の
疑
義
は
解
消
さ
れ
、
町
人
が
町
投
入
を
選
出
す
る
な
ど
新
し
い
体

制
の
下
で
、
湯
山
町
の
町
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

湯
屋
の
申

合
せ

天
保
九
年
に
湯
屋
の
池
坊
治
一
一
一
郎
が
、
湯
毘
仲
間
の
改
革
仕
法
を
願
い
出
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
仲
間
内
で

十
分
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
湯
屋
仲
間

統
と
相
談
の
う
え
、
向
十
年
五
月
二
十
五
日

に
願
い
を
取
り
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
、
湯
料
・
席
料
一
人
前

廻
り
銀
一
一
一
匁
五
分
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
池
坊
の
改
準
案
が
山
山
さ
れ
た
背
景
に
は
、
天
保
飢
鑑
に
よ
っ
て
湯
山
町
が
荒
廃
し
、
入
湯
客
が
減
少
し
、
家
業
合
存
続
さ

ね

ぎ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
者
が
続
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
有
馬
温
泉
十
二
坊
の
一
つ
で
あ
っ
た
禰
宜
屋
が
、
安
政

四
年
一
一
一
月
に
谷
上
村
の
板
屋
越
一
一
一
郎
に
屋
敷
地
を
は
じ
め
名
代
客
麗
株
・
客
帳
間
・
湯
女
株
と
と
も
に
売
却
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
嘉
、
氷
七
年
四
月
に
大
火
が
あ
り
、
そ
の
蒋
建
に
あ
た
っ
て
、
古
例
に
背
い
て
建
て
替
え
る
者
が
あ
り
、

一
の
湯
係
り

の
宿
屋
は
裏
町
の
よ
う
に
な
り
、
二
の
湯
係
り
の
宿
屋
ば
か
り
が
繁
盛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

一
の
湯
係
り
の
宿

屋
が
、
一
一
の
湯
の
東
北
角
に
「

の
湯
」
と
い
う
目
印
を
建
て
た
い
と
安
政
四
年
四
月
に
願
い
出
て
い
る
。

こ
の
願
書
に
は
、

一一一一

O
軒
余
り
あ
っ
た
2

宿
屋
が
、
近
年
減
少
し
、

よ
う
や
く
一
一
一

O
軒
ば
か
り
と
な
り
、
そ
の
う
ち
宿
麗
を

専
業
に
し
て
い
る
の
は
四

1
五
軒
に
す
ぎ
な
い
と
、
有
馬
温
泉
の
衰
退
ぶ
り
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
湯
鹿
と
と
も
に
宿
農
の
衰

退
も
甚
だ
し
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
回
復
す
る
べ
く
、
客
産
仲
間
・
湯
山

六
町
の
年
行
可
、
祖
泉
取
締
・
百
姓
代
・
年
寄

86o 幕末の社会第五:lf:



・
庄
監
そ
し
て
郡
山
ヤ
惣
代
の
庶
椴
村
太
右
衛
門
も
立
ち
会
っ
て
、
山
中
合
設
が
安
致
問
年
四
月
に
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

）
 

4
3み（
 

は
、
全
文
一
一

O
カ
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。
主
要
な
も
の
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

ま
た
客
z
舗
で
料
理
茶
屋

の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
こ
と
。

質
素
倹
約
を
旨
と
し
、
入
湯
客
を
親
切
に
世
話
し
、
土
地
繁
践
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。

(2) 

遊
間
則
容
で
な
く
病
人
客
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

i法上交通の変貌第六節

(3) 

湯
女
は
、
遊
女
・
仲
居
の
よ
う
な
所
業
を
せ
ず
、
入
湯
客
の
陛
話

有馬滋泉の明事11祭 cwm~！t名所関会，）

を
す
る
こ
と
。

(4) 

客
宿
・
旅
人
宿
と
も
に
宿
娠
を
つ
く
り
、
宿
泊
人
の
住
所
・
氏
名

を
記
し
て
お
く
こ
と
。

(5) 

道
筋
の

茶
屋
や
駕
龍
人
足
に
頼
ん
で
、
客
引
き
を
し
な
い

こ
と
。
も
し
違
反
し
た
場
合
に
は
営
業
を
停
止
さ
れ
て
も
申
し
分
が

な
い
こ
と
。

(6) 

駕
龍
人
足
に
は
、
客
か
ら
頼
ま
れ
で
も
溜
飯
を
出
し
て
は
い
け
な

写友 172

い
こ
？
こ
。

入
湯
人
自
分
賄
、

一
人
に
つ
き
一
廻
り
分
、
座
料
・
湯
料
・
家
兵

(7) 

そ
の
ほ
か
道
具
損
料
と
し
て
、
銀
一
一
一
匁
五
分
と
す
る
。
蒲
田
一
一
帖
に

っ
き
一
廻
り
分
、
上
は
一
匁
八
分
、
中
は
一
匁
四
分
、
下
は
一
匁

叶…近百室史編目86r 



分
と
す
る
。

(8) 

旅
揺
は
、

一
人
に
つ
き
、
上
は
二
匁
五
分
、
中
は
二
匁
、
下
は
一
匁
八
分
（
た
だ
し
朝
夕

m皮
分
て
こ
の
ほ
か
に
一
日
に
つ

き
五
分
ず
つ
湯
料
を
申
し
受
け
る
こ
と
。

一
六
町
の
年
行
司
一
人
あ
て
、
前
々
の
通
り
決
め
る
こ
と
。

。ノ
円

U
4
2
A
 

上
で
聞
き
入
れ
な
い
者
は
役
所
に
訴
え
出
る
こ
と
。

湯
泉
掛
り
・
神
事
会
式
・
客
宿
取
締
の
者
、
一
一
一
人
あ
て
決
め
る
こ
と

毎
月
二
日
に
、
会
所
に
て
町
役
人
と
混
泉
取
締
の
三
人
が
話
し
合
い
、
お
の
旨
に
背
く
者
が
あ
れ
ば
、
山
中
し
論
し
、
そ
の

こ
の
よ
う
に
、
湯
屋
同
士
が
共
存
共
栄
な
は
か
る
べ
く
山
中
合
告
が
作
成
さ
れ
、
有
馬
温
泉
の
復
興
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
文
久
一
一
一
年
十
一
月
に
は
、
宿
屋
出
入
の
商
人
た
ち
の
仲
間
が
山
中
合
せ
を
行
い
、
正
路
の
販
売
を
行
う
こ
と
、
仲
間
外

の
商
人
と
宿
屋
が
取
引
を
し
な
い
こ
と
、

一
カ
月
に
銀
二
ハ
匁
ず
つ
温
泉
家
作
手
伝
参
加
と
し
て
支
払
う
こ
と
を
祖
泉
客
麗
惣

中
に
約
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
少
し
ず
つ
湯
治
容
も
増
加
し
、
宿
屋
の
営
業
も
軌
道
に
梁
っ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
よ
う
。

ま
た
、
有
潟
温
泉
の
利
用
客
も
、
病
気
療
養
を
目
的
と
し
た
湯
治
家
の
ほ
か
に
、
現
代
の
祖
泉
地
観
光
的
な
人
々
も
増
加
し

て
き
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

有
馬
温
泉

の
効
能

近
世
後
期
に
出
版
さ
れ
た
有
馬
混
泉
関
係
の
版
本
類
を
、
成
立
年
代
不
明
の
も
の
も
含
め
て
表
示
す
る
と
、
表

加
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
附
期
に
は
、
実
学
の
発
展
に
よ
り
、
温
泉
を
科
学
的
に
調
査
し
た
も
の
が
作
成
さ
れ

た
こ
と
が
投
目
さ
れ
る
。
大
和
高
取
藩
涯
の
柘
植
彰
常
は
、
有
馬
兵
衛
の
一
苅
式
等
の
依
頼
に
よ
り
、
泉
源
な
波
探
し
て
混
泉
の

862 tfj五策本来の社会



第六節陸上交通の変貌

表 234 有馬温泉関係の写本・版本等（3)

表 題 二イ民ヨ 成立年代 種別｜ 備 とぷ民ミシ

有馬節 ！問中久右衛門 寛政7(1795) 歌

ありまぶし混泉
限集

文化3(1806) ；欽

有馬温泉記 樹木敬勝 1 " 12c1s1s) ！地

温泉論・混泉論昨＇J~.f< J指摘彩常： ；。 13(1816)
新！仮ありまぶし 文政9(1826) 

務総有馬紀行 ；気宇3自主英 グ 10(1827)

有馬温泉功能器書記 宇津木益メミ 天保9(1838) 

有馬地誌 ；天｛来年間（1830～43)地

有潟の秋 i iJL化4(1847) 地

有馬温泉記 総続攻州 嘉永 1(1848) 医

有馬温泉紀行 間沢一鳳！Jil 。3(1850) 紀行

有馬出う｜そ記 月花楼楽関 文久3(1863) 地誌

i品i泉分本！？法 グ 3(1863) 医学

有馬入湯入J日記 ~Ill中六兵衛 1滋応2(1866) 紀行｜河内柏原の人

有潟温泉%・ 業f(g涼1会H取 グ 3(1867) 医

ヰ干潟入浴日記 す凶東洋 紀

有潟日記 無施主手石 幕末 品む

有馬懐鋭 :i1l1 
有馬道知辺 i也誌

ヰ討馬温泉号耳石滋之言己 :it包誌

有馬音量泉道之記迫力r1 地訟

有馬温泉記 松下見林 紀行

有馬温泉Eおう￥： 地誌

〈主主） 種別は， Wf盟主務総回 'JJ~ の分類をJ以主とした。

資料： r有，ITT,君主主主史料a上・下， r困惑総自然必
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勢
い
を
回
復
さ
せ
た
。
こ
の
時
に
苦
か
れ
た
の
が
文
化
十
三
年
の
「
抑
制
泉
論
し
お
よ
び
「
温
泉
論
附
録
し
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

泉
質
の
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
天
明
一
一
一
年
七
月
の
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
、
有
馬
温
泉
の
湯
の

温
度
が
下
が
り
水
の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
安
永
七
年
の
姫
路
藩
主
酒
井
雅
楽
頭
忠
以
、
翌
八
年
の
高
取
藩
主
総
村
家
利
以
来
、

貴
顕
の
入
湯
の
な
い
こ
と
、
文
化
六
年
に
大
火
が
あ
っ
た
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
白
水
源
の
淡
諜
の
様
子
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
桁
納
の
指
導
に
よ
り
、
再
び
有
馬
温
泉
は
よ
み
が
え
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
天
保
九
年
九
月
に
、
名
古
屋
の
際
家
宇
津
木
益
夫
が
、
有
馬
入
湯
の
節
、
兵
衛
治
郎
左
衛
門
等
の
要
請
に
よ
り
、

「
有
潟
祖
泉
功
能
略
記
L

を
著
し
て
い
る
。
前
記
の
桁
稿
彰
常
の
「
祖
泉
論
」
が
漢
文
体
で
あ
っ
た
の
で
、
広
く
庶
民
に
読
み

や
す
い
よ
う
に
入
湯
の
方
法
を
仮
名
書
き
で
や
さ
し
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

一
部
柘
植
と
の
見
解
の
相
違
も
記
さ
れ
て
い
て

興
味
深
い
。
例
え
ば
「
枕
湯
し
に
つ
い
て
、
桁
舶
は
、
初
め
に
杓
を
も
っ
て
湯
を
く
み
、
板
前
を
温
め
て
そ
の
処
に
康
し
、

い
で
湯
を
く
み
、
阿
将
一
よ
り
腹
、
背
中
に
そ
そ
ぎ
下
す
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
宇
津
木
は
、
入
湯
の
と
き
水
を
手

だ
ら
い
ま
た
は
金
だ
ら
い
に
て
側
に
く
み
置
き
、
時
々
一
間
部
を
洗
う
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、

一
浴
に
一
一

1
一
一
一
度
こ
れ
を
行

え
ば
の
ぼ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
、
自
ら
の
体
験
を
述
べ
て
い
る
。

柘
植
・
宇
津
木
の
両
人
は
、
医
師
で
あ
り
、
自
身
の
入
湯
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
入
湯
方
法
を
記
し
、
有
馬
槌
泉
の
効
能
の
優

れ
て
い
る
こ
と
を
、
人
々
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

祖
泉
場
と
い
え
ば
、
現
代
で
は
観
光
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
も
と
も
と
温
泉
場
に
行
く
目
的
は
、

湯
治
の
様
相

温
泉
に
入
っ
て
療
養
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
湯
治
の
間
に
温
泉
場
の
著
名
な
寺
社
や
名
所
旧
跡

を
訪
れ
た
り
も
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
も
湯
治
が
目
的
で
あ
っ
た
。

864 
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111. 

幕
末
の
慶
応
二
年
四
月
に
河
内
柏
原
（
大
阪
府
粉
原
市
）
の
畑
中
六
兵
衛
光
輝
が
、
有
潟
組
内
水
に
来
た
時
の
「
有
馬
入
湯
入
用

対E

記
L

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
よ
っ
て
、
湯
治
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
よ
う
。

問
月
十
三
日
に
畑
中
ら
一
一
一
人
は
、
自
宅
を
出
、
平
野
・
玉
造
・
心
斎
橋
・
十
一
一
一
の
渡
し
を
経
て
伊
丹
に
治
る
。
十
凶
行
、
中

ま
ず
、
宿
の
主
人
・
湯
女
や
下
女
に
着

日長史編UI

祝
犠
を
渡
し

山
寺
に
参
詣
し
、
米
谷
・
生
瀬
・
船
坂
を
経
て
有
潟
温
泉
に
着
き
、
兵
衛
に
若
い
た
。

入
湯
客
の
大
半
は
自
炊
で
あ
っ
た
が
、
到
着
後
の
一
回
目
の
食
事
だ
け
は
宿
屋
が
用
意
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

か
よ
い

こ
の
た
め
、
宿
か
ら
通
が
渡
さ
れ
、
米
・
瀬
・
味
噌
等
の
買
物
を
し
て
い
る
。

陸上交通の変貌第六節

ま
た
、

「
祖
泉
功
能
記
」
が
宿
の
縮
え
付
け
で
あ
り
、
そ
の
本
を
読
ん
で
か

（節分）

ら
入
湯
し
た
と
占
め
る
。
こ
の
本
は
、
前
述
の
宇
津
木
益
夫
の
つ
有
馬
温
泉
功

能
略
記
L

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
十
日
に
一
廻
り
と
な
っ
た
の
で
、
宿
の
主

F新板ありまぶし』

人
・
湯
女
等
に
心
付
け
を
渡
し
て
い
る
。
二
十
七
日
に
一
一
廻
り
を
済
ま
せ
、

一
得
び
、
宿
の
主
人
・
湯
女
等
に
心
付
け
を
渡
し
、
二
十
八
日
に
帰
路
に
つ
い

て
い
る
。
そ
の
問
、
湯
山
町
内
の
寺
社
を
参
詣
し
、
名
所
旧
跡
を
訪
ね
て
い

る
。
ま
た
、
同
時
期
に
湯
治
に
来
た
淡
路
島
の
稲
田
氏
の
後
室
の
入
湯
の
様

f手瓦 173

子
等
も
記
し
て
い
る
。
な
お
当
時
の
入
湯
の
様
子
を
知
る
た
め
に
、
文
化
四

年
五
月
に
京
都
の
三
井
家
五
代
目
高
英
の
安
静
が
、
城
崎
温
泉
に
湯
治
に
行

っ
た
時
の
こ
と
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
域
崎
瓶
泉
で
も
有
馬
温
泉
と
同
様
に
、

外
湯
に
入
り
、
宿
で
は
自
炊
を
し
、
域
崎
温
泉
内
の
寺
社
に
参
詣
し
た
り
し

865 



て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

一
行
七
人
は
、
瓦
月
九
日
の
朝
に
京
都
を
出
発
し
、
綾
部
・
福
知
山
・
宮
浮
か
｝
経

出
し
て
、
十
四
日
に
城
崎
に
着
、
会
＼
大
津
鹿
七
右
衛
門
方
に
投
稿
し
た
。
十
六
日
J
一
一
十
日
ま
で
に
一
廻
り
、
二
十
一
日
J
一一一

十
日
で
一
一
一
廻
り
、
六
月
二
十
一
日
に
五
廻
り
、
二
十
六
日
に
六
廻
り
し
（

旧
制
り
は
五
日
間
）
、
二
十
七
日
に
城
崎
を
出
発
し
、
切

石
・
錨
舛
子
・
兵
庫
を
経
て
、
七
月
六
日
に
京
都
に
帰
っ
て
い
る
。

3 

幕
末
の
海
陸
交
通

蒸
気
船
の

入
港
増
加

ペ
リ
！
の
米
航
に
よ
っ
て
、
急
速
に
外
国
船
へ
の
緊
張
は
高
ま
っ
た
が
、
外
洋
に
面
し
て
い
な
い
大
阪
湾
へ
留

交
の
な
い
外
隈
船
が
進
入
し
て
く
る
と
い
う
例
は
な
か
っ
た
。
嘉
、
氷
七
年
（
一
八
五
回
）
九
月
十
八
臼
の
朝
、
突

然
ロ
シ
ア
山
本
艦
デ
ィ
プ
ナ
号
が
紀
淡
海
峡
か
ら
進
入
し
、
兵
庫
沖
に
至
っ
た
と
き
も
、
人
々
は
驚
く
よ
り
か
え
っ
て
珍
し
が
り
、

兵
庫
の
人
々
小
渡
海
茶
船
に
乗
り
、
見
物
に
参
り
、
そ
の
船
へ
の
り
、
唐
人
は
腐
人
お
ど
り
な
ど
い
た
し
、
よ
ろ
こ
び
見

せ
供
、
そ
れ
よ
り
兵
庫
灘
梁
間
し
、
大
坂
川
口
伝
法
沖
に
碇
を
お
ろ
し
候
と
こ
ろ
、
御
番
所
様
よ
り
右
の
船
見
物
に
出
候

こ
と
厳
し
く
御
差
止
め
に
相
成
り
、
調
公
儀
様
こ
と
の
ほ
か
御
混
雑
に
相
成
り
（
「
上
問
家
文
書
」
）

と
い
う
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
驚
い
た
の
は
む
し
ろ
幕
府
側
で
あ
っ
た
ろ
う
。
急
逮
明
石
、
尼
崎
を
は
じ
め
近
在
の

藩
を
動
員
し
て
瞥
戒
に
あ
た
っ
た
。

つ
い
で
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
五
月
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
l
ル
コ
ッ
ク
ら
は
梁
艦
で
兵
庫
に
来
航
し
、
そ
の
臼
は
薬
仙

の
普
照
院
・
隣
松
院
に
宿
泊
、
翌
日
津
中
を
見
物
し
た
し
、
ま
た
同
年
イ
ギ
リ
ス
船
リ
ン
グ
ダ
ブ
号
は
兵
庫
沖
の
測
量
を
突

866 幕末のi'！：司会首'lliJ:立



施
す
る
な
ど
、
海
上
の
情
勢
は
よ
う
や
く
幕
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
を
増
し
始
め
た

幕
府
は
ベ
リ
i
米
航
後
、
こ
れ
ま
で
の
大
船
建
造
の
禁
止
を
解
い
て
海
坊
に
備
え
る
よ
う
指
示
し
た
の
で
、

し
だ
い
に
幕
府

や
大
藩
で
は
四
洋
型
船
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
文
久
二
、
一
一
一
年
と
朝
幕
開
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
頃
に
は
、
幕
府

世
間
宮
の
上
京
や
摂
海
検
分
に
は
、

し
ば
し
ば
蒸
気
船
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
兵
路
へ
の
入
港
も
頻
繁
に
な
っ
た
J

と
く

に
間
四
年
一
月
の
将
軍
上
洛
の
時
は
、

一
行
は
幕
府
般
隊
を
も
っ
て
海
銘
大
坂
に
至
っ
て
お
り
、
一
五
治
と
元
日
ツ
が
変
わ
っ
た
ニ

月
前
後
は
、
兵
庫
に
、
朔
鶴
丸
、
朝
関
丸
、
願
動
丸
、
幡
詑
丸
な
ど
幕
府
の
艦
船
を
は
じ
め
、
際
殿
、
福
岡
、
佐
賀
な
ど
諸
滞

の
船
を
含
め
、
常
時
一

O
般
ほ
ど
が
、
時
に
出
入
も
あ
っ
た
が
、
停
泊
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
兵
庫
は
、
京
坂
に
お
け

る
大
型
蒸
気
船
を
利
用
す
る
海
際
交
通
の
接
点
と
な
り
、
陵
上
で
の
通
行
も
増
大
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
蒸
気
船
が
従
来
の

和
船
ほ
ど
風
待
ち
の
必
要
も
な
く
、
海
上
で
の
大
人
数
の
移
動
を
も
容
易
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
こ
う
し

た
交
通
体
係
の
変
化
を
挺
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
兵
庫
で
の
蒸
気
船
用
石
炭
の
需
要
が
高
ま
り
、
肥
前
一
一
一
池
・
長
門
元

山
な
ど
か
ら
搬
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
沿
岸
航
路
の
う
ち
で
は
東
海
・
山
山
陽
の
尚
道
沿
い
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
。

陸上交通の変貌

海
陸
交
通
の
接
点

と
し
て
の
兵
庫
津

こ
の
通
行
体
系
の
変
化
を
端
的
に
一
一
小
し
た
の
が
長
州
再
征
軍
の
両
行
で
あ
る
。
大
波
に
集
結
し
た
幕
府

は
、
慶
応

年
（
一
八
六
六
）
に
入
っ
て
し
だ
い
に
進
発
し
始
め
た
が
、
そ
の
様
子
を
兵
庫
に
入
っ
て

き
た
情
報
で
み
る
と
、
「
御
大
砲
組
六
拾
人
ば
か
り
mm
七
日
大
坂
御
発
足
、
当
津
御
一
泊
、
加
古
川
御
泊
L

っ
間
百
人
ば
か
り
十

五
日
間
宮
御
立
、
当
津
御
一
一
泊
、
御
軍
隊
へ
御
乗
組
し
「
歩
兵
組
百
弐
拾
人
明
七
日
西
宮
立
に
て
御
越
、
当
津
小
休
、
夕
食
の
上
、

第六節

八
一
望
丸
御
船
へ
劉
乗
組
一
（
北
浜
会
所
記
録
二
月
七
日
付
）
、
「
御
持
小
筒
組
（
…
七
六
人
）
井
に
御
歩
兵
方
（
一
間
人
）
当
月
十
一
日
未

上
刻
当
津
へ
州
問
中
涯
、
御
滞
留
の
上
、
昨
十
六
日
午
中
刻
当
津
御
碇
泊
大
江
御
’
蹴
へ
御
一
栄
込
み
L

1

大
砲
総
高
尾
惣
十
郎
様
そ
の
外

uμ
…
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御
支
配
向
様
（
一
四
五
人
）
当
月
十
五
日
午

868 

上
刻
当
津
へ
御
着
、
御
滞
留
の
上
、
今
炭
下

刻
当
港
御
碇
泊
脳
動
御
舵
へ
御
乗
込
み
L

（
間
二
月
十
日
付
）
と
い
っ
た
形
で
、
陸
銘
を

回
行
す
る
部
隊
も
あ
っ
た
が
、
兵
庫
で
幕

府
艦
船
に
乗
り
込
む
場
合
も
多
か
っ
た
。

の

一
月
は
、
少
な
く
と
も
脳
動
丸
・
大

江
丸
・
八
雲
丸
が
問
問
、
朔
鶴
丸
・
長
崎

丸
が
一
一
一
回
、
明
光
丸
が
二
回
入
出
港
を
繰

り
返
し
て
、
兵
員
の
輸
送
に
あ
た
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
八
雲
丸
は
親
濯
の
松
江
帯
、

明
光
丸
は
御
三
家
の
’
紀
州
藩
持
船
で
、

し、

ず
れ
も
幕
軍
の
輸
送
に
提
供
さ
れ
た
も
の

（夜間伎滋付主主道）

で
あ
ろ
う
。

幕末の社会

時
に
は
乗
船
待
ち
で
兵
庫
に
滞
在
す
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
陸
上
交
通
の

第五'fji:

宿
場
と
し
て
の
宿
泊
施
設
で
は
、
旅
宿
不
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と
の
衝
突
を
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
幕
府
が
諸
外
国
と
折
衝
の
結
果
、
ま
と
め
た
開
港
の
実
施
案
で
は
、
店
惚
地
は

生
田
川
寄
り
の
一
角
（
神
戸
）
に
造
成
し
、
居
沼
地
以
外
に
も
、
外
国
人
は
神
戸
の
町
で
家
屋
・
土
地
を
借
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
綿
陪
地
）
と
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
外
国
人
と
の
接
触
を
避
け
て
こ
れ
を
迂
問
す
る
と
す
れ
ば
、
六
甲
山
地
の
北
側
な
通

る
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

兵
庫
奉
行
柴
田
問
中
は
か
つ
て
横
浜
開
港
に
も
関
係
し
、
洋
行
の
経
験
も
あ
り
、
開
港
準
備
の
事
業
に
は
ま
さ
に
適
任
者
で

あ
っ
た
ろ
う
。
慶
応
三
年
五
月
に
任
命
さ
れ
る
と
、
江
戸
出
発
前
に
早
く
も
賠
留
地
を
中
心
と
す
る
運
上
所
・
番
所
・
遊
所
な

ど
一
連
の
施
設
建
設
を
幕
閣
に
上
申
し
て
い
る
が
、
こ
の
西
国
住
還
に
つ
い
て
も
、
も
と
も
と
道
阪
の
狭
い
所
も
あ
り
、
行
き

交
い
に
も
不
便
で
、
開
港
後
外
閑
人
が
通
行
す
れ
ば
、
筋
肉
火
事
件
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
、
大
坂
か
ら
六
甲
山
地
の
北
側
を

通
っ
て
航
路
に
至
る
古
道
を
利
用
す
る
の
が
よ
い
と
、

い
ち
早
く
そ
の
付
従
築
を
建
議
し
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
と
の
は
じ
ま
り

で
あ
る
。
こ
の
建
議
が
幕
開
の
承
認
を
受
け
た
の
は
燦
応
一
一
一
年
七
月
の
こ
と
で
、
間
開
港
（
一
八
六
八
年
一
月

河
川
、
阪
応
一
一
一
年
十
二

月
七
日
）
ま
で
に
、
そ
の
準
備
期
聞
は
わ
ず
か
五
カ
月
に
も
満
た
な
か
っ
た
。

こ
の
準
備
期
間
の
短
さ
は
、
開
港
の
勅
許
降
下
、
が
延
引
し
て
慶
応
三
年
五
月
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
間
印
刷
地

の
造
成
を
は
じ
め
訴
事
業
を
い
っ
せ
い
に
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
奉
行

人
で
は
さ
ば
き
き
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ

た
。
柴
田
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、
幕
開
で
は
、
往
還
付
待
の
事
業
を
加
に
大
坂
谷
町
代
官
斎
藤
六
放
と
勘
定
役
松
野
銑
十
郎

に
分
担
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

付
替
事
業
を
羽
一
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
斎
藤
・
松
野
ら
は
、
実
地
を
検
分
し
た
う
え
向
九
月
、
当
初
の
計
略
を
変
更
し
て
、

菟
原
郡
石
屋
川
で
詑
還
か
ら
分
か
れ
、
柏
谷
・
摩
耶
山
を
経
て
東
小
部
村
、
監
那
村
、
白
川
村
と
た
ど
り
、
さ
ら
に
摂
婿
闘
境

870 務次の社会第五百E



第六節陰i二交通の変貌

表 235 間関往還付怒道と工事分担 （単位： I悶）

通過村

石屋村

;fi屋村徳井村5工会

1if!.H村
平野村

徳共二村

徳井村il'~i羽村立会

済i羽村
八幡村

篠原村

篠E武村など13カ村立会
w小fffl村間小部村立会
j1§1J、f潟村
産者E村
東尻池など4カ村立会

白川村

布施畑村

奥~III村

門前村

下皆発村

小寺村

長坂村

淡111村

ンミ絞谷村

メ丸 三1-
l二l 阿i

hlli 高t

32 

52 

353.5 

37 

27 

57. 5 

274 

405.5 

629 

3,878.5 

2, 197 

1,267 

1, 269 

730 

1,353 

1, 162 

310 

40 

256 

891 

1, 283 

ネ628
(1,606) 

799 

18,909 

( 8 Hl,27田J9伺）

工区 下請負者 阪潟i

1 i伎台村など7カ村lヨ滋ー訪 437.5 

2 ：住台村藤左衛11~ ・清八 428. s 
3 1住吉村新平 268 

4 ；｛隊原村弥兵i俗 624 

5 ！新宅E家村儀三良il・主討：太虫fl 198 

6 ；火坂片自！了卯之EりJ 40 0 

7 ；伎古村石：仁太虫II布f釘門tまか 331 
8 ；鍛；合屋村庄段111・左f街11リ 14 

9 ；白三予雪村石工イ

10 ；よ毛)ljt永沢U!J宇Zヨご仁茂助 450 

11 i明石石工プミ兵衛 372 

12 1兵郎事11明Ill］明石康惣友衛門
iまカミ 184 

13 ！？定問村庄屋銀j三郎ほか 250 

14 i熊内村年寄宗兵衛・7官邸村
I±屋劫三虫日 1, 254.5 

15 ；三木郡前泊開1古E古 610 

16 ：石ヲJ二村菊蔵 1, 06 

17：潔1J部村庄競{jl太犬 2, 195 

18 i 1ぱ:Ji二村手IJ兵街 804 

19 ；政那村J±g設儀太夫 813.S 

20 ；奥平野村j陛下IJド日 1, 18 

21 : I当JI！村I±墜｛占r:t三111111司 944

22 ；プミ絞谷村惣代I±箆伊勢屋茂
ff-Iまか 6,464.5 

合計 19, 764 

(/1＇・） ＊ 仕様車ミなどからみてとくにj立し（ ）は史料記i依合5「から逆録したもの。
ヱB:路線には岩切取延長なども合む。
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の
山
地
を
通
っ
て
、
明
石
大
蔵
谷
で
再
び
往
還
に
合
流
す
る
ん
k
八
盟
余
の
新
道
を
開
削

す
る
ほ
う
が
、
航
路
ま
で
二

O
思
余
の
長
距
離
を
整
備
す
る
よ
り
、
期
間
、
費
用
と
も

徳川道（村｜谷1h~付近）

に
節
約
で
き
る
と
し
て
、
こ
の
新
進
付
替
案
を
上
申
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
道
で
は

新
し
く
宿
駅
を
住
吉
村
（
御
影
村
を
合
宿
）
、
東
小
部
村
（
合
宿
は
間
小
部
・
政
那
村
な
ど
て

白
川
村
（
令
指
は
山
本
・
布
施
焔
村
な
ど
）
に
股
き
、
兵
庫
は
廃
止
さ
れ
る
計
闘
で
あ
っ
た
。

結
局
幕
開
も
こ
れ
を
認
め
た
の
で
、
六
甲
山
地
に
分
け
入
る
新
路
線
に
変
更
さ
れ
、

の
入
札
が
実
施
さ
れ
て
、
入
部
郡
石
井
村
の
谷
勘
兵
衛
が

万
九

j苛

月
に
は

写真 174

一O
O
mで
落
札
、

工
事
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
工
期
を
妓
縮
す
る

方
法
と
し
て
採
ら
れ
た
の
が
、

工
区
を
分
担
し
て
岡
崎
並
行
的
に
施
工
す
る
と
い
う
方

い
」
司
、
〉
r

J

。

一エて

2
7一
そ
の
た
め
分
訓
し
た
工
区
の
下
請
負
者
が
募
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
道

徳
井
・
東
切
・
新
在
家
・
大
石
の
七
カ
村
が
、
こ
の
新
道
に
よ
っ
て
、
酒
造
米
や
山
か
ら
切
り
出
し
た
石
の
愉
送
と
い
っ
た
而

の
東
端
石
康
川
堤
か
ら
徳
井
村
に
五
る
八
丁
余
に
つ
い
て
は
、
住
吉
・
御
影
・
石
屋
・

の
道
程

で
、
村
と
し
て
も
利
便
を
受
け
る
と
い
う
斑
出
で
、

FH費
を
も
っ
て
自
ら
工
事
を
実
施
し
た
い
と
申
請
し
た
。
そ
の
た
め
残
り

た
と
え
ば
摩
耶
山
へ
か
か
る
柏
谷
の
部
分
に
は
岩
切
り
開
き
の
工
程
が
あ
り
、
こ

一
区
が
下
読
者
に
分
川
刑
さ
れ
た
。

の
広
間
で
は
石
工
仲
間
の
請
負
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
東
小
部
・
拡
那
・
白
川
な
ど
沿
道
村
々
で
は
、

負
う
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
（
表
郎
）
0

村
が
そ
の
一
部
を
請
け

仕
様
帳
に
よ
れ
ば
、
道
幅
は
平
均
二
問
、
道
路
中
央
部
を
一
尺
ほ
ど
高
く
す
る
蒲
鉾
製
に
つ
く
り
、
法
問
は
一
割
法
と
し
、
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そ
れ
よ
り
い
沿
い
場
合
は
留
め
芝
・
筋
粗
菜
を
入
れ
て
踏
み
閥
め
る
、
橋
は
幅
一
間
土
橋
作
り
と
す
る
と
あ
り
一
四
カ
所
、
そ
の

ほ
か
に
流
れ
に
配
置
し
た
石
を
踏
ん
で
渡
る
飛
び
石
渡
り
が

カ
所
、
石
置
渡
し
が
一
カ
所
あ
っ
た
。

工
事
施
行
中
に
大
蔵

谷
な
ど
一
部
路
線
で
変
更
も
あ
っ
て
、
完
成
時
の
道
程
は
八
里
二
七
了
九
間
と
な
っ
て
い
る
。

慶
応
三
年
十
二
月
七
日
開
港
の
そ
の
日
は
曇
り
空
で
、
朝
方
か
ら
強
か
っ
た
風
は
巌
ご
ろ
に
は
凪
い
だ
と
い
う
。
代
官
斎
藤

六
歳
ら
は
道
路
工
事
の
完
成
状
況
を
検
分
す
る
た
め
、
同
日
朝
篠
原
村
宏
出
発
し
、
柏
谷
を
設
っ
て
い
た
か
ら
、
あ
る
い
は
神

戸
沖
に
整
列
し
た
外
国
中
平
総
が
正
午
に
放
っ
た
祝
砲
と
、
そ
れ
に
応
え
た
幕
府
軍
艦
の
応
臨
の
響
き
が
、
山
道
の
途
中
で
聞
こ

え
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
に
か
く
道
路
の
工
事
だ
け
は
一
応
完
成
し
た
が
、
往
還
と
し
て
人
々
が
利
用
で
き
る
宿
駅
の
施

設
ま
で
と
い
う
と
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
鳥
羽
・
伏
見
で
倒
幕
戦
が
始
ま
る
ま
で
、
わ
ず
か

一
月
た
ら
ず
の
聞
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
混
乱
で
、
こ
の
往
還
完
成
の
こ
と
は
つ
い
に
公
的
に
は
触
れ
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

慶
応
四
年
一
月
、

い
わ
ゆ
る
神
戸
事
件
を
起
こ
し
た
関
山
務
の
部
隊
も
、

お
そ
ら
く
こ
の
住
還
付
替
の
こ
と
に
は
あ
ま
り
注

意
を
払
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
幕
府
崩
壊
後
の
慶
応
四
年
三
月
、
新
政
権
の
も
と
で
神
戸
居
留
地
付
近
だ
け
を
小

迂
回
す
る
新
道
が
造
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
付
替
道
は
廃
止
と
な
っ
て
、
付
替
え
で
田
畑
を
潰
し
た
所
な
ど
は
も
と
の

陸上交通の変貌

そ
の
全
貌
は
早
く
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

よ
う
に
起
こ
し
返
さ
れ
、

た
だ
部
分
的
に
柏
谷
や
摩
耶
山
一
一
の
桜
谷
な
ど
で
は
、
そ
の

後
「
徳
川
道
」
の
名
で
登
山
道
と
し
て
利
用
さ
れ
、
現
在
に
も
な
お
そ
の
間
影
を
残
し
て
い
る
。

後
日
の
こ
と
に
な
る
が
、
倒
幕
戦
が
始
ま
っ
て
進
駐
し
て
き
た
長
州
奇
兵
隊
第
二
中
践
は
、
幕
府
方
金
殺
を
接
収
す
る
と
し

第六節

て
、
谷
家
か
ら
こ
の
工
事
請
負
代
金
な
ど
の
入
っ
て
い
た
箱
四
個
を
持
ち
去
っ
て
い
る
。
谷
家
で
は
後
年
兵
庫
県
に
こ
の
返
還

を
要
請
し
た
が
、

つ
い
に
採
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
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